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【
Ｑ
３
】

　

石
巻
市
、
鈴
鹿
市
及
び

鳥
取
市
と
は
「
文
房
四
宝

ま
つ
り
」
を
通
じ
て
交
流

を
し
て
い
る
。
こ
の
伝
統

産
業
分
野
の
交
流
の
将
来

展
望
は
。

【
Ａ
３
】

　

隔
年
で
持
ち
回
り
実
施

す
る
「
文
房
四
宝
ま
つ
り
」

は
、
熊
野
筆
の
Ｐ
Ｒ
の
た

め
に
も
継
続
実
施
し
て
産

業
交
流
を
進
め
る
。

【
Ｑ
４
】

　

東
京
都
豊
島
区
と
も
交

流
を
模
索
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な

交
流
を
考
え
て
い
る
か
。

【
Ａ
４
】

　

東
京
都
の
特
別
区
長
会

と
広
島
県
町
村
会
の
連
携

協
力
協
定
の
一
環
で
、
芸

術
文
化
活
動
が
活
発
な
豊

島
区
と
の
交
流
を
模
索
し

て
い
る
。ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の

発
祥
の
地
で
も
あ
り
、
桜

を
介
し
た
交
流
も
進
め
た

い
。

【
Ｑ
１
】

　

今
春
、
三
重
県
熊
野
市

長
と
の
間
で
相
互
に
表
敬

訪
問
が
な
さ
れ
た
。
交
流

の
意
図
や
将
来
展
望
は
。

【
Ａ
１
】

　

熊
野
市
は
、
本
町
以
外

で
唯
一
「
熊
野
」
を
名
称

と
す
る
地
方
公
共
団
体
で

あ
り
、
熊
野
市
を
含
む
紀

州
熊
野
地
方
と
は
平
安
時

代
か
ら
の
縁
と
伝
わ
る
。町

制
施
行
100
周
年
を
契
機
に

交
流
を
進
め
、
協
力
関
係

を
築
き
た
い
。

【
Ｑ
２
】

　

交
流
の
具
体
的
な
構
想

は
あ
る
か
。
地
場
産
業
や

観
光
な
ど
の
分
野
で
の
連

携
も
考
え
ら
れ
る
か
。

【
Ａ
２
】

　

産
業
振
興
や
観
光
で
の

連
携
の
ほ
か
、
災
害
時
の

相
互
援
助
、
住
民
間
の
親

善
交
流
や
ス
ポ
ー
ツ
交
流

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
今

後
、
具
体
的
な
構
想
を
立

て
て
実
現
に
努
め
る
。
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【
Ｑ
１
】

　

交
流
人
口
は
導
入
部
で

あ
り
、
定
住
促
進
が
目
的

で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

何
を
根
拠
に
定
住
に
結
び

付
け
る
の
か
。

【
Ａ
１
】

　

観
光
振
興
施
策
に
お
い

て
は
交
流
人
口
の
増
加
を

図
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

そ
の
な
か
で
熊
野
町
に
か

か
わ
り
を
持
つ
人
を
多
く

す
る
の
が
重
要
と
考
え
て

い
る
。

【
Ｑ
２
】

　

熊
野
町
観
光
基
本
戦
略

検
討
委
員
会
で
は
ど
の
よ

う
な
意
見
が
出
た
の
か
。

【
Ａ
２
】

　

空
き
家
、
農
家
住
宅
を

活
用
し
た
宿
泊
機
能
の
充

実
。工
房
周
辺
で
の
軽
食
、

飲
食
等
の
提
供
な
ど
、
仮

設
で
対
応
で
き
る
も
の
は

移
動
販
売
車
と
か
コ
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
試
行
的
に

取
り
組
み
、
そ
の
う
え
で

整
備
を
検
討
す
る
。

【
Ｑ
３
】

　

過
去
に
入
場
者
数
が
多

か
っ
た
イ
ベ
ン
ト
は
。

【
Ａ
３
】

　

最
大
は
筆
ま
つ
り
。
筆

の
里
工
房
の
企
画
展
に
お

い
て
著
名
人
に
よ
っ
て
は

期
間
中
２
万
人
を
超
え
る
。

【
Ｑ
４
】

　

も
う
少
し
拠
点
施
設
の

売
り
、
特
色
が
出
せ
る
よ

う
に
強
い
戦
略
を
作
っ
て

も
ら
い
た
い
。

【
Ａ
４
】

　

観
光
地
づ
く
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
観
光
コ
ン
テ

ン
ツ
創
造
事
業
に
お
い
て
、

公
募
に
よ
る
住
民
か
ら
の

意
見
を
取
り
入
れ
、
具
体

化
し
て
い
く
。

熊野市など自治体間交流の今後の展開は

行政間の交流を深めるとともに、住民間の交流に発展させたい。
A 〈町長〉

〈民法 正則 議員〉Q

【
Ａ
１
】

　

湯
﨑
広
島
県
知
事
と

ト
ッ
プ
会
談
が
で
き
、
大

変
有
意
義
で
あ
っ
た
。

　

内
容
は
、

一
．
100
年
の
変
貌
と
現
状

二
．
県
・
町
の
ビ
ジ
ョ
ン

三
．
観
光
推
進

四
．
幹
線
道
路
整
備

五
．
地
場
産
業

六
．
今
後
100
年
の
方
針

　

記
念
誌
は
１
千
部
発
行

し
、
式
典
参
加
者
等
に
配

布
予
定
で
あ
る
。

【
Ｑ
１
】

　

熊
野
町
は
、
町
制
施
行

100
周
年
を
迎
え
た
。
責
任

者
の
町
長
は
、
湯
﨑
広
島

県
知
事
を
迎
え
町
史
に
残

る
ト
ッ
プ
対
談
を
行
っ
た
。

（
記
念
誌
に
掲
載
予
定
）

　

全
町
民
が
共
有
す
べ
き

共
通
認
識（
ビ
ジ
ョ
ン
）が

示
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。

　

そ
の
内
容
と
発
行
部
数
、

配
布
先
を
問
う
。

広島県知事との対談内容は

トップ会談は、町制施行100周年にふさわしい内容となった。
A 〈町長〉

〈荒瀧 穂積 議員〉Q

「観光交流拠点整備構想」は

住民参加型ワークショップを立上げるとともに、情報発信の充実を図っている。
国に交付金の採択要望を行い、本年度、事業採択された。

A 〈町長〉

〈立花 慶三 議員〉Q

た
原
毛
等
を
開
発
す
る
た

め
、
町
費
で
情
報
収
集
を

行
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

【
Ａ
３
】

　

化
学
繊
維
の
需
要
が
増

え
れ
ば
、
町
と
し
て
も
協

力
し
た
い
。

【
Ｑ
４
】

　

筆
組
合
と
の
情
報
交
換

だ
け
で
は
な
く
、
小
規
模

事
業
者
と
の
意
見
交
換
の

場
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

【
Ａ
４
】

　

小
規
模
事
業
者
と
の
意

見
交
換
に
つ
い
て
、
前
向

き
に
検
討
す
る
。

【
Ｑ
１
】

　

筆
組
合
の
マ
イ
ス
タ
ー

事
業
が
平
成
31
年
度
で
終

了
と
な
る
中
、
後
継
者
不

足
解
消
の
た
め
、
町
が
事

業
者
に
対
し
人
件
費
を
補

助
し
た
ら
ど
う
か
。

【
Ａ
１
】

　

個
々
の
事
業
者
に
対
し

て
で
は
な
く
筆
業
界
全
体

に
支
援
し
て
い
く
。

【
Ｑ
２
】

　
「
く
ま
の
・
こ
ど
も
夢

プ
ラ
ザ
」
２
階
の
就
業
支

援
施
設
で
、
宿
泊
を
交
え

た
筆
づ
く
り
就
業
体
験
事

業
を
募
集
企
業
の
主
導
で

実
施
し
て
は
ど
う
か
。

【
Ａ
２
】

　

関
係
機
関
と
協
議
を
経

て
、
条
件
が
整
っ
た
も
の

か
ら
行
っ
て
い
き
た
い
。

【
Ｑ
３
】

　

イ
タ
チ
を
代
表
す
る
原

材
料
の
不
足
と
高
騰
に
対

し
、
そ
れ
に
代
わ
る
化
学

繊
維
、バ
イ
オ
技
術
を
使
っ

▶
後
継
者
不
足
が

　
　
　
　
　
　
　
　
課
題
の
筆
職
人

筆産業に対する支援の提案

関係機関と協議のうえ行っていく。
A 〈町長〉

〈時光 良造 議員〉Q

▲拠点となる筆の里工房周辺

▲三村町長と湯﨑広島県知事の対談時の様子

産 業
観 光

まちの魅力
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